













TK= TFeXp(- 1/lJIp) (J<0)
TF はフェルミ温度,Jは S-f交換相互作用の強さ,pはフェルミ面の状態密度である｡し

















(㌔ -57℃ )に近い常誘電相と反強誘電相で,Raman散乱により測定したo 近年の KDP
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表 1の右の2行である｡この表には群論から導かれる sitesymmetry と各散乱 geo一





















領域のスペクトルを解析 した結果得られた各 modeの line幅の温度依存性を図6に示
す｡この図から温度降下に対し,特に ylの line幅の反強誘電相における温度変化が,
常誘電相に比して急激に減少することが見られる｡
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渡 辺 賢 司
(序論 )
ノ､イパーラマン散乱はラマン散乱と選択則が異なりラマン禁制な格子振動モー ド卑調べるの
に原理的にすぐれている｡しかし,/､イパーラマン散乱はラマン散乱に比べ散乱効率が小さい
ためラマン散乱ほど普及していない｡本研究は電子励起状態による共鳴効果を利用して,ハイ
パ ーラマン散乱効率の増加をはかるための基礎研究である｡この様な畢鳴効果は単に感度向上
の観点のみならず,電子格子相互作用に関する新しい知見をもたらす意味で重要である｡具体
的な研究目的は
(Ⅰ) 実験系の工夫をはかった上で発振波長可変の色素レーザー励起による格子振動のハイパ
ーラマン散乱スペクトルが観測可能か, SrTiO3結晶を例にとり実験的に調べる｡
(Ⅱ) Ⅰで観測されたフォノンモードのいくつかについて,励起フォトンエネルギー ha)の2
倍を基礎吸収端に近づけて,散乱効率の励起光波長依存性を調べる｡
(SrTiO3結晶について )
SrTiO3結晶はベロブスカイト構造をもち,対称中心をもつ全部で7つの光学規準振動モー ド
のすべてがラマン禁制でハイパーラマン許容である｡Nd:YAG レー ザー励起によるSrTiO3
結晶のハイパーラマンスペクトルの一例を図1に示したO図の横軸は励起光振動数の2倍2a,l
を基準としそこからの散乱光の振動数シフトをあらわす｡また図中T0,LO はそれぞれ横波
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